
配送先変更（住所・宛名）、
配布部数変更はこちら

https://forms.office.com/r/yUWVHyVVtK

https://www.zennoh-weekly.jp/

Web版
JA全農ウィークリーは
こちらから

（福島県本部・耕種総合対策部）

福島県JAの
「みえるらべる」取得支援

3面

（営業開発部・山梨県本部）

ニッポンエールプロジェクト協議会
第6弾 山梨県産すもも

6-7面



News!

News!

11月に「第43回JA全農酪農経営体験発表会」
第19回「JA全農学生『酪農の夢』コンクール」の表彰式も併催

酪
農
部
は
11
月
21
日
に「
第
43
回
J
A
全
農
酪
農
経
営
体
験
発
表

会
」を
開
催
し
ま
す
。
北
海
道
、
岩
手
県
、
埼
玉
県
、
高
知
県
、
宮
崎

県
か
ら
酪
農
家
及
び
各
団
体
が
経
営
の
工
夫
や
情
報
発
信
、6
次
産

業
化
の
事
例
な
ど
を
発
表
し
ま
す
。

今
年
度
も「
未
来
を
創
る  

酪
農
の
な
か
ま
」を
副
題
と

し
、
酪
農
家
は
も
ち
ろ
ん
、
そ

れ
を
支
え
る
方
々
に
も
登
壇

い
た
だ
き
、
優
良
な
取
り
組
み

を
発
表
し
ま
す
。
当
日
は
日
経

ホ
ー
ル（
東
京
・
大
手
町
）で

の
実
開
催
に
加
え
、Yo
u
Tu

b
e
L
i
ve
で
も
配
信
予
定

で
す
。

併
催
企
画
と
し
て
、
酪
農
の

将
来
を
担
う
学
生
を
対
象
と
し

た「
第
19
回
J
A
全
農
学
生『
酪

農
の
夢
』コ
ン
ク
ー
ル
」の
表
彰

式
を
行
い
、最
優
秀
賞
受
賞
者

の
作
品
も
朗
読
し
ま
す
。

今
年
の
特
別
企
画
と
し
て
、

毎
週
日
曜
朝
7
時
30
分
か
ら

放
送
中（
関
東
地
方
の
み
）の

T
B
S
ラ
ジ
オ「
石
川
實　
D

A
I
R
Y 

L
I
F
E
」に
出
演

さ
れ
て
い
る
石
川
實
さ
ん
に
も

講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

当
日
の
ご
参
加
・
Yo
u

Tu
b
e
L
i
ve
視
聴
希
望

の
方
は
、
左
記
の
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

酪農部

「FOOD STYLE JAPAN」に出展
外食・中食向けに国産原料と加工品を提案 JA全農ミートフーズ㈱

J
A
全
農
ミ
ー
ト
フ
ー
ズ
㈱
は
、
9
月
25
、
26
日
、
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た「
F
O
O
D 

S
T
Y
L
E 

J
A
P
A
N 

2
0
2
5 

東
京
」に
出
展
し
ま
し
た
。

「
F
O
O
D 

S
T
Y
L
E 

J
A
P
A
N
」は
、主
に
外
食
・

中
食
業
態
へ
の
商
材
を
提
案
す

る
展
示
会
で
す
。

J
A
全
農
ミ
ー
ト
フ
ー
ズ
㈱

は
、「
価
格
以
上
の
価
値
を
伝
え

る
」を
テ
ー
マ
に
、取
引
先
の
メ

ニ
ュ
ー
単
価
上
昇
に
つ
な
が
る

国
産
原
料
と
こ
だ
わ
り
製
法
の

加
工
品
を
提
案
し
ま
し
た
。

最
も
好
評
だ
っ
た
の
は
、
試

食
提
供
し
た「
黒
毛
和
牛
ロ
ー

ス
ト
ビ
ー
フ
」と「
国
産
豚
ロ
ー

ス
低
温
調
理
品
」。 

国
産
豚

ロ
ー
ス
は
加
熱
済
み
ブ
ロ
ッ

ク
タ
イ
プ
の
た
め
、
厚
切
り
で

の
ス
テ
ー
キ
や
と
ん
か
つ
メ

ニ
ュ
ー
を
提
案
し
ま
し
た
。
そ

の
他
、
カ
ッ
ト
済
み
原
料
・
味

付
け
品
・
衣
付
け
品
・
牛
豚
内

臓
な
ど
幅
広
い
製
造
機
能
を
提

案
し
ま
し
た
。

今
後
も
外
食
・
中
食
業
態
へ

魅
力
的
な
メ
ニ
ュ
ー
を
発
信
す

る
こ
と
で
、国
産
原
料
の
価
値
が

伝
わ
る
提
案
に
注
力
し
て
い
き

ま
す
。

国産豚ロース低温調理品の調理例

出展ブースの様子

全農酪農経営体験発表会の広告

参加（ご来場）・
ご視聴申し込み
フォームはこちら
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福島県本部の支援による「みえるらべる」の取得状況

福
島
県

福
島
県
J
A
J
A
のの「
み
え
る
ら
べ
る
」取
得
支
援

＊ NEサポシステムを介した報告を実施 記載順：支援により取得した順で記載

登録団体名 品目
等級表示

温室効果ガス削減 生物多様性

JA夢みなみしらかわトマト選果場 トマト ★★ -

JA福島さくらいわき地区ハウス部会菊田支部 トマト ★★★ -

ふくしま未来農業協同組合あぶくまもち生産組合 米 ★★ ★

会津よつば農業協同組合稲作部会新鶴支部＊ 米 ★ ★★

農
水
省
は
、
み
ど
り
の
食
料
シ

ス
テ
ム
戦
略
の
取
り
組
み
の
一
つ

と
し
て
、
2
0
2
4
年
3
月
に
農

産
物
の
環
境
負
荷
低
減
の
取
り
組

み
の「
見
え
る
化
」（
ラ
ベ
ル
愛
称
=

み
え
る
ら
べ
る
）の
本
格
運
用
を
開

始
し
ま
し
た
。「
見
え
る
化
」は
、

農
業
の
生
産
段
階
に
お
け
る
温
室

効
果
ガ
ス（
G
H
G
）の
削
減
へ
の

貢
献
や
生
物
多
様
性
の
保
全
な
ど

の
環
境
配
慮
の
取
り
組
み
を
評
価

し
、
星
の
数
で
分
か
り
や
す
く
表

示
す
る
仕
組
み
で
す
。

持
続
可
能
な
農
業
へ
の
関
心
が

高
ま
る
中
、
環
境
負
荷
を
低
減
し

た
農
産
物
を
選
択
す
る
消
費
者
の

増
加
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、「
見
え

る
化
」の
仕
組
み
を
活
用
し
た
農

産
物
の
付
加
価
値
向
上
や
販
売
促

進
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

福
島
県
本
部
は
仕
組
み
の
開

始
と
同
時
に
、
県
内
J
A
へ
排
出

量
お
よ
び
吸
収
量
の
算
定
支
援
を

は
じ
め
、こ
れ
ま
で
に
3
J
A
が

耕
種
総
合
対
策
部
が
開
発
し
た

「
担
い
手
営
農
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ

ム
」の「
脱
炭
素
見
え
る
化
機
能
」

は
、
複
数
生
産
者
の
生
産
履
歴
簿

か
ら
必
要
な
情
報
を
抽
出
・
編
集

し
、
算
定
か
ら
農
水
省
へ
の
報
告

ま
で
の
一
連
の
作
業
を
一
括
処
理

で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
G
H
G
排
出
量
の

算
定
や
報
告
書
類
の
作
成
に
は
、

多
く
の
事
務
作
業
が
必
要
で
し

た
。こ
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
こ

と
で
事
務
負
担
の
大
幅
軽
減
、
生

産
部
会
単
位
で
の
算
定
が
容
易
に

な
り
、
J
A
グ
ル
ー
プ
の
強
み
で

あ
る
地
域
の
ま
と
ま
り
を
生
か
し

た
効
率
的
な
運
用
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

今
回
、
会
津
よ
つ
ば
農
業
協
同

組
合
稲
作
部
会
新
鶴
支
部
が
全

国
で
初
め
て
、同
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
て「
み
え
る
ら
べ
る
」を
取
得
し

「
み
え
る
ら
べ
る
」を
取
得
し
ま
し

た
。

ま
し
た
。
福
島
県
本
部
は
今
後
、

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
県
産

農
産
物
の「
み
え
る
ら
べ
る
」取
得

を
促
進
し
、
実
需
者
へ
の
P
R
を

一
層
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

耕
種
総
合
対
策
部
は
同
シ
ス
テ

ム
の
普
及
を
通
じ
て
、
全
国
に
お

け
る
環
境
調
和
型
農
業
の
取
り
組

み
拡
大
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

福
島
県
本
部
は
、
県
内
J
A
の「
み
え
る
ら
べ
る
」
取
得
を
支
援
し
て
い

ま
す
。
今
回
、
全
国
で
初
め
て
会
津
よ
つ
ば
農
業
協
同
組
合
稲
作
部
会
新

鶴
支
部
が
、
担
い
手
営
農
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
（
N
E
サ
ポ
シ
ス
テ
ム
）
を
利

用
し
、
農
水
省
へ
報
告
し
ま
し
た
。
今
後
は
同
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
事
務

作
業
簡
略
化
を
通
じ
て
、「
み
え
る
ら
べ
る
」の
取
得
を
促
進
し
、
実
需
者

へ
の
P
R
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。�

【
福
島
県
本
部
・
耕
種
総
合
対
策
部
】

G
H
G
削
減
、生
物
多
様
性
保
全
を
可
視
化

農
産
物
の
付
加
価
値
向
上
に
も

会
津
よ
つ
ば
農
業
協
同
組
合

稲
作
部
会
新
鶴
支
部
が
シ
ス
テ
ム
活
用
し

全
国
初
み
え
る
ら
べ
る
取
得

みえるらべる
（JA会津よつば）

全農耕種総合対策部 生産振興・グリーン農業推進課　メールアドレス：zz_zk_seisanshinko@zennoh.or.jp問い合わせ先

3

JA Zennoh W
eekly

特
　  

集

2025 10. 27 vol.1125 2025 10. 27 vol.1125



県
本
部

だ
よ
り
愛媛県本部

岡
奈
々
葉
さ
ん
に
よ
る
幼
稚
園
で
の
出
前

授
業
を
県
内
で
計
4
回
実
施
し
ま
す
。
愛

媛
の
柑
橘
の
学
習
や
、「
愛
媛
の
か
ん
き
つ

旬
！ 

旬
！ 

音
頭
」を
一
緒
に
踊
り
ま
す
。

さ
ら
に
11
月
の「
え
ひ
め
・
ま
つ
や
ま
産
業

ま
つ
り
」、
1
月
の「
え
ひ
め
み
か
ん
祭
り
」、

2
月
の「
え
ひ
め
愛
あ
る
食
の
市
」な
ど
、

県
内
の
大
型
イ
ベン
ト
に
参
加
し
、
幼
稚
園

児
に
よ
る
ダ
ン
ス
発
表
や
試
食
配
布
を
行
い

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
す
べ
て
網
羅
し

た
L
P（
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
ペ
ー

ジ
）
も
製
作
し
ま
す
。
水
樹

奈
々
さ
ん
を
ア
イ
キ
ャ
ッ
チ
に

し
た
実
写
版
で
、
6
バ
ー
ジ
ョ

ン
の
動
画
や
、
幼
稚
園
で
の
イ

ベン
ト
の
様
子
、
3
つ
の
イ
ベン

ト
へ
の
出
展
情
報
を
掲
載
し
今

回
の
事
業
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
と
な
り
ま
す
。

愛
媛
県
本
部
は
今
年
も
県

内
J
A
、
行
政
と
一
体
と
な

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
を
活

用
し
な
が
ら
県
産
柑
橘
の
消

費
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

30
代
ま
で
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

出
前
授
業
や
イ
ベ
ン
ト
で
消
費
拡
大

You
T
u
be
広
告
を
愛
媛
県
内
の
30

代
ま
で
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
1

～
5

バ
ー
ジ
ョ

ン
を
月
ご
と
に
11
～
3
月
ま
で
配
信
し
ま

す
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
30
代
ま
で
と
し
、
若
い

方
へ
の
認
知
度
ア
ッ
プ
、
小
さ
な
子
供
を
持

つ
保
護
者
に
向
け
発
信
し
ま
す
。

次
に
み
き
ゃ
ん
と
地
元
タ
レ
ン
ト
の
高

柑
橘
王
国
愛
媛
の
シ
ー
ズ
ン
到
来

愛
媛
県
本
部
は
、
愛
媛
み
か
ん
・
伊
予

柑
な
ど
県
産
柑か
ん

橘き
つ

を
P
R
す
る
「
愛
媛

み
か
ん
大
使
」
を
中
心
に
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
や
販
促
・
試
食
宣
伝
活
動
を
毎
年
実
施

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
新
た
な
取
り
組
み

の
「
愛
媛
の
か
ん
き
つ
旬
！ 

旬
！ 

音
頭
」

の
活
用
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

動
画
や
イ
ベ
ン
ト
で
旬
の
お
い
し
さ
P
R

「
か
ん
き
つ
旬
！ 

旬
！ 

音
頭
」製
作

ア
ニ
メ
動
画
で
発
信

愛
媛
県
に
は
40
種
類
以
上
の
柑
橘
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
旬
の
時
期
が
あ
り
ま
す
。柑

橘
王
国
愛
媛
を
愛
媛
県
民
に
誇
り
に
思
っ

て
も
ら
い
、
旬
の
柑
橘
は
そ
の
時
期
に
し

か
食
べ
ら
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、2
0
2
4
年
度
に
え
ひ
め

愛
フ
ー
ド
推
進
機
構（
愛
媛
県
）と
共
催
で

「
愛
媛
の
か
ん
き
つ
旬
！ 

旬
！ 

音
頭
」を

製
作
し
ま
し
た
。

ア
ニ
メ
動
画
で
愛
媛
県
出
身
の
タ
レ
ン

ト
、
水
樹
奈
々
さ
ん
が
歌
と
妖
精
役
で
登

場
し
、
県
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
み
き
ゃ
ん
と
子
供
ら
と
一
緒
に
歌
っ
て

踊
り
ま
す
。
全
部
で
6
タ
イ
プ
1

11
・
12

月
バ
ー
ジ
ョ
ン
2

1
月
バ
ー
ジ
ョ
ン
3

2
月

バ
ー
ジ
ョ
ン
4

3
月
バ
ー
ジ
ョ
ン
5

4
月

バ
ー
ジ
ョ
ン
6

フ
ル
バ
ー
ジ
ョ
ン
――
を
製
作

し
ま
し
た
。バ
ー
ジ
ョ
ン
ご
と
に
紹
介
す
る

旬
の
柑
橘
と
背
景
が
変
わ
り
ま
す
。

既
に
県
公
式
Y
o
u
T
u
b
e
チ
ャ
ン

ネ
ル
に
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
期

は
そ
の
認
知
度
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、

Y
o
u
T
u
b
e
広
告
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

「愛媛のかんきつ旬！旬！音頭」

フルバージョンはこちらから
［愛媛のかんきつ 旬! 旬! 音頭 フルVer ］

（上）県内外から好評
のみかん電車、11
月下旬～ 4 月 14
日オレンジデーま
で運行

（下）2025 愛媛みかん
大使
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県
本
部

だ
よ
り
愛媛県本部

JAはだの
（神奈川県）

概要 2025年2月末日現在
正組合員数           2606 人
准組合員数            1万1491人
職員数                     184人
販売品取扱高 　     18億1千万円
購買品取扱高 　     32億3千万円
貯金残高         　2373億7千万円
長期共済保有高   3823億6千万円
主な農畜産物� ラッカセイ、バラ、
小菊、カーネーション、トマト、キュウリ、
イチゴ、米

さ
ん
ず
」な
ど
へ
の
出
荷
が
始
ま

り
、
11
月
下
旬
ま
で
続
く
予
定

で
す
。

苗
の
確
保
か
ら
販
売
ま
で

苗
の
確
保
か
ら
販
売
ま
で

生
産
者
と
共
に
生
産
振
興

生
産
者
と
共
に
生
産
振
興

同
研
究
会
で
は
、
苗
の
配
布

と
圃ほ

場じ
ょ
う

巡
回
を
実
施
し
て
い
ま

す
。導
入
当
初
は
苗
の
入
手
方
法

が
課
題
で
し
た
が
、市
内
で
野
菜

よ
る
食
害
に
遭
い
に
く
い
作
物

で
す
。
病
害
虫
も
付
き
に
く
く
、

栽
培
管
理
が
容
易
な
点
も
利
点

と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

現
在
、同
年
に
設
立
し
た「
J

A
は
だ
の
青
パ
パ
イ
ヤ
研
究
会
」

に
所
属
す
る
15
人
の
生
産
者
を

中
心
に
約
60
㌃
で
栽
培
し
て
い

ま
す
。
9
月
か
ら
J
A
は
だ
の

農
産
物
直
売
所「
は
だ
の
じ
ば

神
奈
川
県
の
J
A
は
だ
の
は
、

秦
野
市
を
事
業
区
域
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
同
市
は
県
西
部
に

位
置
し
、
豊
か
な
自
然
と
温
暖

な
気
候
を
生
か
し
て
、
米
や
青

果
物
、
花
き
な
ど
が
栽
培
さ
れ

て
い
ま
す
。

J
A
は
2
0
2
1
年
、
青
パ

パ
イ
ア
を
導
入
し
ま
し
た
。青
パ

パ
イ
ア
は
あ
く
が
強
く
、鳥
獣
に

苗
を
生
産
す
る
農
家
に
育
苗
を

委
託
す
る
こ
と
で
解
決
し
ま
し

た
。毎
年
5
月
ご
ろ
に
苗
を
配
布

し
、
今
年
は「
ゴ
ー
ル
デ
ン
」を

は
じ
め
と
し
た
4
品
種
5
4
2

本
を
配
布
。7
月
下
旬
に
は
、研

究
会
会
員
と
県
農
業
技
術
セ
ン

タ
ー
、J
A
職
員
で
圃
場
を
巡
回

し
、生
育
状
況
な
ど
を
確
認
し
ま

し
た
。

女
性
部
と
連
携
し
て
販
促

女
性
部
と
連
携
し
て
販
促

学
校
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
に

学
校
給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
に

黄
色
く
熟
し
フ
ル
ー
ツ
と
し

て
食
べ
る
パ
パ
イ
ア
で
は
な
く
、

野
菜
と
し
て
食
べ
る
青
パ
パ
イ

ア
は
、な
じ
み
の
な
い
消
費
者
も

多
く
い
ま
す
。J
A
で
は
認
知
度

向
上
を
目
指
し
女
性
部
協
力
の

も
と
、レ
シ
ピ
を
考
案
。同
直
売

所
の
売
り
場
に
パ
パ
イ
ア
の
看

板
や
考
案
し
た
レ
シ
ピ
の
二
次

元
コ
ー
ド
、調
理
方
法
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ

を
掲
示
し
、
消
費
者
に
Ｐ
R
し

て
い
ま
す
。市
内
の
学
校
給
食
に

取
り
入
れ
ら
れ
る
な
ど
活
用
の

幅
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、J
A
、生
産
者
が
一

体
と
な
っ
て
青
パ
パ
イ
ア
の
認

知
度
向
上
・
販
路
拡
大
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

神奈川県

東京都
山梨県

鳥
獣
害
対
策

鳥
獣
害
対
策
へへ「「
青
パ
パ
イ
ア

青
パ
パ
イ
ア
」」

レ
シ
ピ
考
案
し
消
費
者

レ
シ
ピ
考
案
し
消
費
者
にに
P
R
P
R

青パパイアの生育を確認する研究会の
足立真弘会長

JAはだの農産物直売所
「はだのじばさんず」の売り場

女性部が考案した「青パパイアの生春巻き」
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全
農
は
「
ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
」
第
6
弾
の
テ
ー
マ
を
「
山
梨
県

産
す
も
も
」と
し
、
協
議
会
の
参
画
メ
ー
カ
ー
と
商
品
を
開
発
・
販
売
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
た
メ
ー
カ
ー
は
㈱
伊
藤
園
、
大
関
㈱
、
㈱
不
二
家
、

山
崎
製
パ
ン
㈱
、
協
同
乳
業
㈱
、
全
国
農
協
食
品
㈱
の
6
社
で
す
。�

�

【
営
業
開
発
部
・
山
梨
県
本
部
】

「
ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
全
農
と
メ
ー
カ
ー
お
よ
び
販
売
先

が
協
力
し
て
、
国
産
農
畜
産
物
の
Ｐ
Ｒ

や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
展
開
、
商
品

を
通
じ
て
産
地
を
応
援
す
る
活
動
で

す
。「
ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協

議
会
」は
、
国
産
農
畜
産
物
の
消
費
拡

大
や
生
産
振
興
、フ
ー
ド
ロ
ス
の
削
減

な
ど
に
関
わ
る
企
業
が
、
同
じ
テ
ー
マ

で
商
品
を
開
発
・
販
売
し
共
同
で
Ｐ

Ｒ
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
こ
と

で
産
地
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
同
協
議
会
で
は
山
梨
県
産

す
も
も
に
注
目
し
ま
し
た
。
同
県
は

す
も
も
生
産
量
が
日
本
一
で
す
。
と
こ

ろ
が
、
購
入
・
利
用
経
験
率
お
よ
び

認
知
率
は
10 

%
未
満
＊
と
低
い
こ
と
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年

の
気
候
変
動
に
よ
り
、
3
月
の
開
花

時
の
異
常
な
低
温
や
遅
霜
に
よ
る
着

果
不
良
、
収
穫
時
期
の
高
温
に
よ
る

過
熱
で
1
～
2
割
の
ロ
ス
果
が
発
生
、

収
量
減
や
生
産
が
不
安
定
と
な
り
、

生
産
者
の
減
少
や
生
産
量
も
減
っ
て

い
る
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
同
協
議
会
で
は
、
各
メ
ー

カ
ー
が
同
県
産
す
も
も
を
使
用
し
た

商
品
を
開
発
し
、
生
産
者
が
丹
精
込

め
て
作
っ
た
す
も
も
の
認
知
拡
大
と

Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
生
産
者
を
応
援
し
た
い

と
考
え
ま
し
た
。

10
月
3
日
に
は
、
同
協
議
会
に
参

画
す
る
各
メ
ー
カ
ー
と
山
梨
県
本
部

が
、
同
県
の
長
崎
幸
太
郎
知
事
を
訪

問
し
、
共
同
開
発
し
た
各
商
品
を
紹

介
し
ま
し
た
。

10
月
11
、
12
日
に
は
、
ア
リ
オ
北

砂
店
（
東
京
都
）
で
販
促
イ
ベ
ン
ト

「
ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル
ま
つ
り
」
を
開
催

し
、
各
商
品
の
試
飲
・
試
食
、
販
売

を
行
い
ま
し
た
。
山
梨
県
の
ご
当
地

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
武
田
菱
丸
」も
登
場

し
、ク
イ
ズ
大
会
や
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会

な
ど
で
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

10
月
18
日
に
は
、
甲
府
市
で
開
か

れ
た
「
農
業
ま
つ
り
」に
出
展
し
、
地

元
の
方
々
と
の
交
流
や
ス
テ
ー
ジ
上
で

の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
で
会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

全
農
は
、
今
後
も
「
ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
」
を
通
じ
、

産
地
応
援
に
協
力
い
た
だ
け
る
メ
ー

カ
ー
、
販
売
先
と
国
産
農
畜
産
物
の

消
費
拡
大
や
生
産
振
興
に
取
り
組
み

ま
す
。

ニッポンエールプロジェクト協議会で長崎知事を訪問し、 山梨県産すももを使用した商品をPR

第
6
弾
は「
山
梨
県
産
す
も
も
」

��
～
山
梨

～
山
梨
のの
芸
術
品「
す
も
も
」を
未
来

芸
術
品「
す
も
も
」を
未
来
へへ
～～

ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会

＊
出
典
：「
や
ま
な
し
地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
戦
略
」
推
進
の
た
め
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値

調
査
サ
マ
リ
ー
／
2
0
2
4
年
度
W
E
B

調
査
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「ニッポンエールまつり」での商品の試食・試飲と販売「農業まつり」でのトークイベント

山梨県産すもも

㈱伊藤園

「すもも」の爽や
かな味わいが
楽しめる清涼飲
料水です。

山梨県産すもも にごり酒

大関㈱

パレッティエ
（山梨県産すもも）

㈱不二家

山梨県産すもも
の果汁をブレンド
し、おいしさを丸
ごと詰め込んだ
にごり酒です。

すもものタルト
をイメージした
ソフトクッキー
です。

 白いコッペパン 
山梨県産すもものゼリー＆ホイップ 

山崎製パン㈱

メイトーのなめらかプリン 
山梨県産すももソース

協同乳業㈱

雫グミ 山梨県産すもも 

全国農協食品㈱

すもも果汁入りのゼリーフィリングと
相性ぴったりのホイップクリームをダ
ブルでサンドした白くてしっとり食べ
やすいコッペパンです。

山梨県産すもも果汁を使用したな
めらかプリンです。

グミの中に入っているジュレが、ぷ
るぷるとした食感で楽しめるグミ
です。

山梨県産すもも 商品一覧第6弾
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『ＪＡ全農トピックス』の公式
 Xはこちらから

全農グループ販売7社合同X（旧Twitter）
アカウント「国産たくさん」国産食材の魅力
を日々 発信中！　フォローはこちらから

し、飲んだ後に果肉が容器の底に残り
にくい設計です。今春発売した農協果
実シリーズを、農協果汁シリーズへとリ
ニューアルしました。
果肉と果汁の割合にこだわり、果肉
の食感を楽しみながら、飲み心地の良
いバランスに仕上げました。液体部分に
は少しとろみをつけることで、より果実
に近い上品な味わいを体感できます。

国産の果実だけを使用した果肉入り
果汁飲料です。固形物と液体の流れや
すさにこだわった日本初の新容器を採用

国産りんご、国産和なしを販売

食感を楽しむ農協果汁　国産りんご（左）と和なし

記者説明会に登壇した金森常務（右）と藤井部長（左）
全農は10月1日、メディアを対象にJAビル（東

京・大手町）で記者説明会を実施しました。10日 
には、大阪で記者説明会とメディア懇談会を開催

しました。� 【米穀部・広報調査部】

消費者にも納得してもらえる価格形成を模索していく」
と考えを述べました。

東京と大阪で計21社・28人のメディアが参加。
記者説明会の後、ZR1（全農と農研機構が共同開
発した業務用多収品種）などの新米の試食を行いまし
た。大阪ではメディア懇談会を行い、記者との懇親
を深めました。

今後も、情勢を的確に捉えながら、正確な報道に
向け情報発信に取り組みます。

各産地では2025年産米の収穫期を迎え、新米が店
頭に並び始めています。こうした状況を踏まえ、今年度
2回目（前回は6月開催）となる記者説明会を東京と大
阪で開催しました。

全農の金森正幸常務理事は政府備蓄米の取扱いに
ついて、「全農が落札した政府備蓄米は、8月末で全
量の販売を完了。多くの関係者のご協力のもと、全国
各地へ米を流通させることができた」とコメント。25年
産米について、「各取引先に安定的に国産米を供給
できるよう、JAと連携した生産者推進の強化や、営
農継続可能な契約栽培取引の推進などを進めている」

「生産者が営農を継続できる価格水準を求めながら、

籾
もみ

米・玄米・精米の実物や、
不稔となった稲を展示した
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